令和元年９月８日
令和元年度
日本財団「海と日本プロジェクト」[image: image1.emf]
【 報告書 】
海と日本プロジェクトin浜名湖実行委員会
１．事業の実績
■事業の名称

～海と日本プロジェクト～　うれｓｅａたのｓｅａ浜名湖ｓｈｏｗ2019
■開催主旨

（1） 広く一般に対し、海の大切さや重要性を効果的に認識させる
目標
浜名湖地域特有の海、湖、山の関連性を伝えるプログラム、海に係る活動をしている人たちとの出会いとふれあいを通して、海の重要性を伝える。
（2） 日本の祝日「海の日」の周知、啓発に繋げる
目標
安全が確保された安全なレース水面を活用し、普段できない体験や出会いを通して、特別な日である事の認識を高める。
（3） 次世代を担う子供たちの海に対する好奇心を喚起する
目標
当事業を通して、子どもたちが実際に見る、聞く、食べる、体験する場面を多世代でつくりあげ、海への関心を高める。
（4） 参加や協力してくれた方が「次の繋がり」や「アトラクション」を起こすになってもらう
目標
協力者も来場者も皆が「海や浜名湖を楽しみ」、これまで以上に「海や浜名湖を身近に感じる」機会を与え、浜名湖を中心に「海」で繋がる大きな輪を作る。
■開催日時
令和元年８月３１日（土）、９月１日（日） 両日とも10:00～16:00
■会場
ボートレース浜名湖

静岡県湖西市新居町中之郷3727-7
■主催　
海と日本プロジェクトin浜名湖実行委員会
【実行委員会】
	
	氏名
	所属団体　役職

	実行委員長
	高田　真
	浜名湖競艇企業団宣伝課　課長

	副実行委員長
	加藤将司
	日本モーターボート競走会浜名湖支部　競技部管理課長

	実行委員
	渥美博之
	新居町商工会　事務局長

	〃
	柴田和利
	湖西市商工会　事務局長

	〃
	吉田新吾
	浜名商工会　事務局長


	〃
	山本信治
	湖西市観光交流課　課長

	〃
	芳田一成
	浜松市産業総務課　課長

	〃
	久米秀幸
	浜松市観光・ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ課　課長

	〃
	前田　忍
	(公財)浜松・浜名湖ﾂｰﾘｽﾞﾑ・ﾋﾞｭｰﾛｰ理事・事業本部長

	〃
	新口　亮
	株式会社ボートエンジニアリング

	〃
	黒宮崇史
	静岡県西部モーターボートクラブ 会長


【事務局】
	
	氏名
	所属団体　役職

	事務局長
	北野勝也
	浜名湖競艇企業団　宣伝課　副主幹

	事務局員
	白井幸倫
	浜名湖競艇企業団　総務課　副主幹

	〃
	丸井康弘
	浜名湖競艇企業団　宣伝課　主査

	〃
	浅原弘基
	浜名湖競艇企業団　総務課　主事

	〃
	伊藤宏誠
	浜名湖競艇企業団　宣伝課　主事


■後援
浜松市、浜松市教育員会、湖西市、湖西市教育員会、静岡新聞社・静岡放送、

中日新聞東海本社、テレビ静岡、静岡朝日テレビ、静岡第一テレビ、Ｋ‐ｍｉｘ、FM　Haro！
■協力
ビーチ・マリンスポーツ推進評議会、浜名湖観光圏整備推進協議会
■来場者総数　実績
①来場者数　　8,667名

　　（8/31　4,168人　・　9/1　4,499人名）

目標来場者数： 2日間合計　6,000名以上（前回実績　5,313名）
■事業の概要

ボートレース浜名湖では、平成２７年から３年間「海と日本プロジェクト」を実施。昨年はボートレース場の自主企画として海を楽しむ事業「マリンアトラクション体験会」を実施し、当事業の中のコンセプトにもあった「海と繋がる」を継承してきたが、それまで積み重ねてきた「海と日本プロジェクト」に対する地域に認知が高く、地域から再度実施の要望も高かったため、地域として根付いている当事業の２年ぶり開催を次のとおり企画しました。
■イベント内容
	イベント１
内容
	ゴムボート乗艇体験

競走水面でエンジン付きのゴムボートが体験できる企画です。ベテランのインストラクターが同乗するので安心して操船できます。

両日１２時００分～１４時００分
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	イベント２
内容
	ペアボート乗艇体験

選手が後部席から操縦してくれる２人乗りボートで、ボートレースファンはもちろん、新規来場者にも絶叫体験アトラクションとして楽しめる企画。

両日１４時００分～１５時００分
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	イベント３
内容
	サイクルジムカーナ体験＆浜名湖サイクリング紹介ブース

曲がる・止まる・まっすぐ走る等、自転車の基本的なスキルが必要なサイクルジムカーナを体験しよう。ハマイチやサイクルマップなどの案内ブースも設置。

両日１０時００分～１６時００分（サイクルジムカーナ体験は８月３１日のみ実施）
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	イベント４
内容
	お魚タッチプール＆展示ブース

浜名湖にすむ魚や生物にさわれるよ。また、毒を持っている危険な魚の水そう展示もあるよ。

両日１０時００分～１６時００分
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	イベント５
内容
	ちびっこパドラーボート乗艇体験

両手でハンドルをぐるぐる回して水上を楽しく運転しよう。

両日１０時００分～１６時００分
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	イベント６
内容
	ボートレーサートークショー

静岡支部ボートレーサーによるボートのあれこれや選手のプライベートなトークを聞いてみよう。

両日１１時００分～１１時３０分
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	イベント７
内容
	海上保安庁協力企画

ミニ制服写真撮影会＆安全講習会

海上保安庁のミニ制服を着て海上保安官になりきろう。水面では身近なものを利用した救援方法の実演も披露するよ。

両日　ミニ制服写真撮影会　１０時～１６時

　　　　安全講習会　１２時～１２時３０分
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	イベント８
内容
	大人も子供もボートレーサー体験

ボートレースＶＲ体験、カポックを着てボートレーサーなりきり体験。モーター部品分解、組立体験、モーター部品展示。

両日１０時００分～１６時００分
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	イベント９
内容
	バンブーヨガ体験

地域の資源「竹」を使用して作った「竹イカダ」でバンブーヨガ体験を実施。

８月３１日　１０時３０分～１１時３０分
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	イベント10
内容
	湖西市商工会ステージショー

８月３１日　開会式　１０時１５分、七福神の舞　１０時３０分、虎あげは。。ステージショー　１３時、少林寺拳法演武　１３時３０分、久保ひとみトークショー　１４時、大抽選会　１５時３０分
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	イベント11
内容
	SUP＆ビッグSUP体験

近年、認知と人気が高まっているスタンドアップパドルボート＝SUPに挑戦しよう。大人数で乗れるビッグSUPも登場。

９月１日１２時００分～１４時００分
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	イベント12
内容
	SUPヨガ体験

浜名湖の水面に浮いたSUPの上でヨガを体験してみよう。

９月１日１０時３０分～１１時３０分
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	イベント13
内容
	めざせ浜名湖のトビウオ！遠泳体験deえい泳おー

波が少ない安全なボートレース場で、みんなで一緒に遠泳に挑戦しよう。

９月１日１０時～１２時
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	イベント14
内容
	本物そっくり！イルカやウミガメを使った海洋楽教室

本物そっくりなロボット達を使って、じっくり観察したり、触ったりしながら、楽しく、身近な川や海の生き物達を勉強しちゃいましょう。

９月１日１回目１１時３０分～１２時、２回目１３時３０分～１４時
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	イベント15
内容
	日本財団「ＨＥＲＯｓアンバサダー」トークショー

パラリンピック水泳で金メダル５個を含む２１個のメダルを獲得した浜松市出身の河合純一さんのスペシャルトークショー

９月１日１回目１２時３０分～１３時、２回目１３時３０分～１４時
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	イベント16
内容
	異種マリンスポーツレース
６団体のマリン競技による模擬レースを実施。水面バックストレッチ側からコースを半周する。来場者には事前に１着当て予想をしていただき、当選者には景品を進呈
９月１日１５時～１６時
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	イベント17
内容
	ご当地ゆるキャラ大集合

地元のかわいい、ゆるキャラたちが大集合。一緒に写真を撮ったり触れ合ったりしてみよう。イベントのラストにはゆるキャラたちによるお菓子撒きを開催。

９月１日１０時～お出迎え、１０時１５分～ＰＲステージ、１５時３０分～お菓子投げ
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■事業を実施して

①ボートレース場の新たな可能性を実感
この事業を通して、今まで連携した事のない市民や団体、地域行政と一緒に運営をしていくことで、ボートレース場の新たな存在意義を示す事ができた。
これまで情報が届かなかった年齢層や地域への地方財政や日本財団の活動を通した社会福祉に貢献している事にについて広報し、新たな協力者を得るきっかけとなった。
過去３回の実施により得られた上記の効果を更に拡大させていただく機会とした。

②市民活動団体として活動の広がりを実感
　市民がこれまで地域や世代のフィールドを超えて一堂に会する事で、新たな連携・協力が生まれ、今度の事業展開に大きな影響を及ぼすことを期待する。
静岡県西部（浜名湖）を中心に、湖と海と山を繋げ、地元以外での広報や活動場所を求めている市民活動団体を紹介する場や活動場所を提供したりする事により、それぞれの団体への理解が深まり、協力者の増加に繋げた。
③企業、商工業者としての社会貢献
　近年、社会貢献活動に積極的に取り組んでいる企業や商工会等も、従来と同じような活動ではなく、新たな活動を求めている。当事業を通して、社会貢献活動としては中々接点や活動の場所となりえないボートレース場でも、当事業を通して、これまでにない社会貢献活動を実施する事ができ、今後の新たな展開を生むことを期待する。
④地域行政としての関わり
　近年、静岡県は浜名湖周辺の連携・協力を強化する事業に積極的に取り組んでいる。しかし、各行政区外の連携は難しい。そこで、当事業や実行委員、協力者として関わり広報や運営を通して地域が一体となり取り組む機会となった。

また、各地域の自治会に属する住民、学校に属する子供たちに対し協働を呼びかけ、参加させる機会を与えた。
■今後の展望

当事業は「海の日」の意義と認識を深め、多くの方々が海への好奇心を持ち、自らが行動を起こす側となり、また新たな人たちの参画へ繋げていくためには、一過性ではなく継続的に触れる機会、感じた事を関わった人たち自身が周りを巻き込みながら新たな行動者になるよう循環していく状況が理想だと思われる。

そのために、ボートレース浜名湖で実施してきた過去の「海と日本プロジェクト」の実施実績と、更に今回の事業も通じて、まず私たち実行委員会がその理想に近づけるよう取組んでいきたい。
※過去の目標と実績※
初回（2015年）実績 ※「つながる海の日プロジェクト2015 in 浜名湖」として実施
・ ボートレース場で行う「海と日本プロジェクト」サポート事業に参加し、来場させる動機を強化し、「海」というキーワードで繋がる団体や人の協力を集め、事業の主旨を携わった協力者全員に共通認識を与えた。
→来場者は、イベントとして捉えるかもしれないが、協力者（運営スタッフ、出展者、出店者）は共通意識を持つため、少なくとも関わる協力者には「海の日」を強く認識させた。
・ 当事業の連携と通して、団体同士の連携、ボートレース場との連携が実現した。
→当事業の経験で得た体験や連携先との出会いにより、各団体でも海を繋げたプログラムを取り入れ、広めた。
前回（2016年）実績 ※「つながる海の日プロジェクト2016 in 浜名湖」として実施
・ 初回の実績を踏まえ関連する団体や企業の拡大。行政区に捉われない行政等の意欲的な参画。
→静岡県職員、湖西市長、浜松副市長をはじめ市役所や商工会職員。その他企業、団体の関係者も事業への協力者として来場者として参画した。
・ 集客だけでなく、本質を捉えたプログラムの更なる充実による、初回に得た「海」に対する知識を積み重ねる。
→浅く関わった人数ではなく、深く伝える事が出来た人数は昨年以上であった。
・ 地域の子供たちも来場者としてだけでなく、参画の機会を作り、同世代の子供たち同士が海に対する想いを継承していく。
→プログラムのお手伝い、実演者としてステージ披露など関わる場がより広まった。
・ 地元大学生が自主的にプログラムの企画運営を行い地域の子供たち、また地域の大人たちに「海」に対する新たな興味と価値観を与え、社会貢献の活動する場を提供する。
→協力者だけでなく事業の「当事者」として主体性を持って、様々なプログラムや運営に携わった。
前回（2017年）実績
・ 3年間の集大成として、ボートレース浜名湖の「海と日本プロジェクト」サポートプログラム事業に対して、県外からの協力者や参加者が積極的に集まる活動を実施する。
→今回は来場者アンケートも行ない、全体の10％が県外から来場者がいた事が判明。３年間通して、当事業や夏に海と触れる場所としてボートレース浜名湖での事業が認知されていた。
・ 海と湖と山がある、浜名湖にしか出来ない「海と日本プロジェクト」の事業を完成させる。
→会場が半屋外型な事もあり、開催環境が天候に左右されにくい事が協力者に安心して参加できる状況であった。水面と建物が一帯となっているメリットを十二分に活かし、ステージ、地場海産物等の物販、水面でのアトラクションやデモンストレーション。更に行政区を越えた連携により、大変多くの方に海を通じた
今年度（2019年）
· 過去の協力者だけでなく、新たな協力者を加え「新しい海とのふれあい方」を創出した。
⇒新たな協力者のプログラムとしてふじのくに竹王国企業組合の竹イカダ乗りやバンブーヨガ、NPO法人浜名湾游泳協会の遠泳体験等を実施した。
· 協力者、来場者全員が「海の日プロジェクト」、「日本財団」、「ボートレース事業」の“地域貢献”や“地域と共生”について再認識していただく。
⇒ボートレース場ならではの水面や広い施設を活用して、大変多くの協力者、来場者全員が「地域の人と人のつながりの場」として活用していただきました。これからも、地域社会の活性化に貢献できるような様々な取り組みをしていきます。
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